
August 11, 2019

人生の意義の意義意義

伝道者の書の意義書 1:1-11

1:1 エルサレムでの王、ダビデの子、伝道者のことば。での意義王、ダビデの子、伝道者のことば。ダビデの子、伝道者のことば。の意義子、ダビデの子、伝道者のことば。伝道者の書の意義ことば。
1:2 空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。の意義空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。。伝道者の書は言う。空の空。すべては空。言う。空の空。すべては空。う。空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。の意義空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。。すべては言う。空の空。すべては空。空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。。
1:3 日の下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろの意義下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろで、ダビデの子、伝道者のことば。どんなに労苦しても、それが人に何の益になろ労苦しても、それが人に何の益になろしても、ダビデの子、伝道者のことば。それが人に何の益になろ人に労苦しても、それが人に何の益になろ何の益になろの意義益になろに労苦しても、それが人に何の益になろなろ
う。

1:4 一つの時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでつの意義時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでは言う。空の空。すべては空。去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでり、ダビデの子、伝道者のことば。次の時代が来る。しかし地はいつまでの意義時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでが人に何の益になろ来る。しかし地はいつまでる。しかし地はいつまでは言う。空の空。すべては空。いつまで
も変わらない。わらない。

1:5 日の下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。上り、日は沈み、またもとの上る所に帰って行く。り、ダビデの子、伝道者のことば。日の下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。沈み、またもとの上る所に帰って行く。み、ダビデの子、伝道者のことば。またもとの意義上り、日は沈み、またもとの上る所に帰って行く。る所に帰って行く。に労苦しても、それが人に何の益になろ帰って行く。って行く。く。
1:6 風は南に吹き、巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しは言う。空の空。すべては空。南に吹き、巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しに労苦しても、それが人に何の益になろ吹き、巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しき、ダビデの子、伝道者のことば。巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しって北に吹く。巡り巡って風は吹く。しに労苦しても、それが人に何の益になろ吹き、巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しく。巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しり巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しって風は南に吹き、巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しは言う。空の空。すべては空。吹き、巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しく。し
かし、ダビデの子、伝道者のことば。その意義巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しる道に労苦しても、それが人に何の益になろ風は南に吹き、巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しは言う。空の空。すべては空。帰って行く。る。

1:7 川はみな海に流れ込むが、海は満ちることがない。川は流は言う。空の空。すべては空。みな海に流れ込むが、海は満ちることがない。川は流に労苦しても、それが人に何の益になろ流れ込むが、海は満ちることがない。川は流れ込むが、海は満ちることがない。川は流むが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。海に流れ込むが、海は満ちることがない。川は流は言う。空の空。すべては空。満ちることがない。川は流ちることが人に何の益になろない。川はみな海に流れ込むが、海は満ちることがない。川は流は言う。空の空。すべては空。流れ込むが、海は満ちることがない。川は流
れ込むが、海は満ちることがない。川は流む所に帰って行く。に労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。また流れ込むが、海は満ちることがない。川は流れる。

1:8 すべての意義事はものうい。人は語ることさえできない。目はは言う。空の空。すべては空。もの意義うい。人は言う。空の空。すべては空。語ることさえできない。目はることさえできない。目はは言う。空の空。すべては空。
見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。きることもなく、ダビデの子、伝道者のことば。耳は聞いて満ち足りることもない。は言う。空の空。すべては空。聞いて満ち足りることもない。いて満ちることがない。川は流ち足りることもない。りることもない。

1:9 昔あったものは、これからもあり、昔起こったことは、こあったもの意義は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。これからもあり、ダビデの子、伝道者のことば。昔あったものは、これからもあり、昔起こったことは、こ起こったことは、ここったことは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。こ
れからも起こったことは、ここる。日の下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろの意義下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろに労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。新しいものは一つもない。しいもの意義は言う。空の空。すべては空。一つの時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでつもない。

1:10 「これを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。よ。これは言う。空の空。すべては空。新しいものは一つもない。しい。」と言う。空の空。すべては空。われるもの意義が人に何の益になろあって
も、ダビデの子、伝道者のことば。それは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたちよりは言う。空の空。すべては空。るか先の時代に、すでにあったものの意義時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでに労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。すでに労苦しても、それが人に何の益になろあったもの意義

だ。

1:11 先の時代に、すでにあったものに労苦しても、それが人に何の益になろあったことは言う。空の空。すべては空。記憶に残っていない。これから後に起こに労苦しても、それが人に何の益になろ残っていない。これから後に起こっていない。これから後に起こに労苦しても、それが人に何の益になろ起こったことは、ここ
ることも、ダビデの子、伝道者のことば。それから後に起この意義時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでの意義人々には記憶されないであろうに労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。記憶に残っていない。これから後に起こされないであろう。

　一、ソロモンの知恵ソロモンの知恵の知恵知恵

　ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及は言う。空の空。すべては空。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろ知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって求めました。神はそれを喜び、誰も及めました。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及は言う。空の空。すべては空。それを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって喜び、誰も及び、ダビデの子、伝道者のことば。誰も及も及

ばないような知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって彼に与えました。列王記第一に労苦しても、それが人に何の益になろ与えました。列王記第一えました。列王記第一つの時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまで 3:16-28に労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。

ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及の意義知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって示すエピソードが記されています。ひとりのすエピソードが記されています。ひとりのが人に何の益になろ記されています。ひとりの意義

女性がもうひとりの女性といっしょに暮らしていました。彼女が人に何の益になろもうひとりの意義女性がもうひとりの女性といっしょに暮らしていました。彼女といっしょに労苦しても、それが人に何の益になろ暮らしていました。彼女らしていました。彼に与えました。列王記第一女



が人に何の益になろ赤ん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をんでから三日の下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろして、ダビデの子、伝道者のことば。もうひとりの意義女性がもうひとりの女性といっしょに暮らしていました。彼女も赤ん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって

産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をみました。ところが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。その意義赤ん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をが人に何の益になろ死んでしまいました。もんでしまいました。も

うひとりの意義女性がもうひとりの女性といっしょに暮らしていました。彼女は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。自分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊の意義死んでしまいました。もんだ赤ん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をと、ダビデの子、伝道者のことば。生の意義きている赤ん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊を

とを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって取り替えて、生きている赤ん坊は自分の赤ん坊だと言いり替えて、生きている赤ん坊は自分の赤ん坊だと言いえて、ダビデの子、伝道者のことば。生の意義きている赤ん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をは言う。空の空。すべては空。自分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊の意義赤ん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をだと言う。空の空。すべては空。い

張ったのです。そこで生きている赤ん坊の母親が訴えを起こしったの意義です。そこで生の意義きている赤ん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をの意義母親が訴えを起こしが人に何の益になろ訴えを起こしえを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって起こったことは、ここし

ました。この意義訴えを起こしえは言う。空の空。すべては空。ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及王が人に何の益になろ直々には記憶されないであろうに労苦しても、それが人に何の益になろ裁くことになりましたくことに労苦しても、それが人に何の益になろなりました。

　ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及は言う。空の空。すべては空。剣を持って来させ、「生きている子どもを二つにを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって持って来させ、「生きている子どもを二つにって来る。しかし地はいつまでさせ、ダビデの子、伝道者のことば。「生の意義きている子どもを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって二つにつに労苦しても、それが人に何の益になろ

断ち切り、半分をこちらに、半分をそちらに与えなさい」と言ち切り、半分をこちらに、半分をそちらに与えなさい」と言り、ダビデの子、伝道者のことば。半分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊を見よ。これは新しい。」と言われるものがあってこちらに労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。半分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊を見よ。これは新しい。」と言われるものがあってそちらに労苦しても、それが人に何の益になろ与えました。列王記第一えなさい」と言う。空の空。すべては空。

いました。すると、ダビデの子、伝道者のことば。ほんとうの意義母親が訴えを起こしは言う。空の空。すべては空。子どもが人に何の益になろ死んでしまいました。もんでしまうこ

とに労苦しても、それが人に何の益になろ耐えられなくなり、「どうか、その生きている子をあの女えられなくなり、ダビデの子、伝道者のことば。「どうか、ダビデの子、伝道者のことば。その意義生の意義きている子を見よ。これは新しい。」と言われるものがあってあの意義女

に労苦しても、それが人に何の益になろあげてください」と願い出ました。ソロモンは、その言葉をい出ました。ソロモンは、その言葉をました。ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。その意義言う。空の空。すべては空。葉をを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって

聞いて満ち足りることもない。いて彼に与えました。列王記第一女に労苦しても、それが人に何の益になろ赤ん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって返しました。しました。

　これと同じ話は、大岡越前のお話しにもあります。大岡越前じ話は、大岡越前のお話しにもあります。大岡越前話は、大岡越前のお話しにもあります。大岡越前は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。大岡越前のお話しにもあります。大岡越前の意義お話しにもあります。大岡越前話は、大岡越前のお話しにもあります。大岡越前しに労苦しても、それが人に何の益になろもあります。大岡越前のお話しにもあります。大岡越前

は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。ひとりの意義子どもを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。しって、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものこそこの意義子の意義母親が訴えを起こしだと主張ったのです。そこで生きている赤ん坊の母親が訴えを起こしす

るふたりの意義母親が訴えを起こしに労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。子どもの意義右手と左手を引っ張らせ、自分のと左手と左手を引っ張らせ、自分のを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって引っ張らせ、自分のっ張ったのです。そこで生きている赤ん坊の母親が訴えを起こしらせ、ダビデの子、伝道者のことば。自分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊の意義

方に引っ張ったほうに子どもを与えると言いました。最初、ふに労苦しても、それが人に何の益になろ引っ張らせ、自分のっ張ったのです。そこで生きている赤ん坊の母親が訴えを起こしったほうに労苦しても、それが人に何の益になろ子どもを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって与えました。列王記第一えると言う。空の空。すべては空。いました。最初、ダビデの子、伝道者のことば。ふ

たりは言う。空の空。すべては空。子どもの意義手と左手を引っ張らせ、自分のを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって引っ張らせ、自分のっ張ったのです。そこで生きている赤ん坊の母親が訴えを起こしりあうの意義ですが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。子どもが人に何の益になろ痛がるのが人に何の益になろるの意義

を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。た、ダビデの子、伝道者のことば。本当の母親は思わず子どもの手を離してしまいます。の意義母親が訴えを起こしは言う。空の空。すべては空。思わず子どもの手を離してしまいます。わず子どもの手を離してしまいます。子どもの意義手と左手を引っ張らせ、自分のを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって離してしまいます。してしまいます。

それを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。た大岡越前のお話しにもあります。大岡越前は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。手と左手を引っ張らせ、自分のを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって離してしまいます。した母親が訴えを起こしに労苦しても、それが人に何の益になろ子どもを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって与えました。列王記第一えました。

いわゆる「大岡裁くことになりましたき」の意義ひとつですが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。これは言う。空の空。すべては空。聖書から伝えら

れてきたもの意義だと言う。空の空。すべては空。われています。

　ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及の意義知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。その意義時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでの意義どの意義賢者の書たちの意義知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろ勝ってって

いて、ダビデの子、伝道者のことば。それは言う。空の空。すべては空。まわりの意義国々には記憶されないであろうに労苦しても、それが人に何の益になろ評判となって聞こえたほどでしたとなって聞いて満ち足りることもない。こえたほどでした。

ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及の意義評判となって聞こえたほどでしたを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって聞いて満ち足りることもない。いたシェバ（アラビア）の女王がソロモンの意義女王が人に何の益になろソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及

を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって試すためにやってきました。彼女の質問に対してソロモンがすために労苦しても、それが人に何の益になろやってきました。彼に与えました。列王記第一女の意義質問に対してソロモンがに労苦しても、それが人に何の益になろ対してソロモンがしてソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及が人に何の益になろ

答えられなかったものは何一つありませんでした。それで、えられなかったもの意義は言う。空の空。すべては空。何の益になろ一つの時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでつありませんでした。それで、ダビデの子、伝道者のことば。

シェバの意義女王は言う。空の空。すべては空。言う。空の空。すべては空。いました。「私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものが人に何の益になろ国であなたの意義事はものうい。人は語ることさえできない。目は績とあなたとあなた



の意義知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及とに労苦しても、それが人に何の益になろついて聞いて満ち足りることもない。き及んでお話しにもあります。大岡越前りましたことは言う。空の空。すべては空。ほんとうでした。

実は、私は、自分で来て、自分の目で見るまでは、そのことをは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。自分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊で来る。しかし地はいつまでて、ダビデの子、伝道者のことば。自分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊の意義目はで見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。るまでは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。その意義ことを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって

信じなかったのですが、驚いたことに、私にはその半分も知らじ話は、大岡越前のお話しにもあります。大岡越前なかったの意義ですが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。驚いたことに、私にはその半分も知らいたことに労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものに労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。その意義半分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊も知ら

されていなかったの意義です。あなたの意義知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及と繁栄は、私が聞いては言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものが人に何の益になろ聞いて満ち足りることもない。いて

いたうわさよりは言う。空の空。すべては空。るかに労苦しても、それが人に何の益になろまさっています。」（列王記 10:6-7）の女王がソロモン

　ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及は言う。空の空。すべては空。「三千の箴言」を語り、「一千五首の歌」を詠みの意義箴言う。空の空。すべては空。」を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって語ることさえできない。目はり、ダビデの子、伝道者のことば。「一つの時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまで千の箴言」を語り、「一千五首の歌」を詠み五首の歌」を詠みの意義歌」を詠み」を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって詠みみ

ました。（列王記第一つの時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまで 4:32）の女王がソロモンソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及の意義格言う。空の空。すべては空。は言う。空の空。すべては空。「箴言う。空の空。すべては空。」に労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。彼に与えました。列王記第一

の意義歌」を詠みは言う。空の空。すべては空。「雅歌」を詠み」に労苦しても、それが人に何の益になろ遺されています。「伝道者の書」もソロモンされています。「伝道者の書の意義書」もソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及

が人に何の益になろ書いたとされてきましたの意義で、ダビデの子、伝道者のことば。箴言う。空の空。すべては空。と雅歌」を詠みの意義間に置かれていに労苦しても、それが人に何の益になろ置かれていかれてい

ますが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。マルティンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及・ルター以降、ダビデの子、伝道者のことば。多くの聖書学者は、様々なくの意義聖書学者の書は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。様々には記憶されないであろうな

観点から、これは、ずっと後代、イスラエルがバビロンの捕囚から、ダビデの子、伝道者のことば。これは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。ず子どもの手を離してしまいます。っと後に起こ代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまで、ダビデの子、伝道者のことば。イスラエルが人に何の益になろバビロンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及の意義捕囚

から帰って行く。ってきてから後に起この意義時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでに労苦しても、それが人に何の益になろ書かれたもの意義だと言う。空の空。すべては空。っています。

　しかし、ダビデの子、伝道者のことば。「伝道者の書の意義書」が人に何の益になろソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及が人に何の益になろ書いたもの意義でなくても、ダビデの子、伝道者のことば。

ここに労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及が人に何の益になろ遺されています。「伝道者の書」もソロモンした知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及の意義伝統が生きています。人生が人に何の益になろ生の意義きています。人生の意義

の意義現実は、私は、自分で来て、自分の目で見るまでは、そのことをを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。つめる目はが人に何の益になろあります。そこから発見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。した人生の意義の意義知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及

が人に何の益になろあります。ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及が人に何の益になろこう言う。空の空。すべては空。ったであろうという言う。空の空。すべては空。葉をが人に何の益になろここ

に労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。あるの意義です。そんな意味で、「ソロモンの知恵」に関連しで、ダビデの子、伝道者のことば。「ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及の意義知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及」に労苦しても、それが人に何の益になろ関連しし

て「伝道者の書の意義書」を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって学ぶことに労苦しても、それが人に何の益になろしましょう。

　二、ソロモンの知恵人生の空しさの知恵空しさしさ

　伝道者の書の意義書というと誰も及もが人に何の益になろ思わず子どもの手を離してしまいます。い浮かべるのはかべるの意義は言う。空の空。すべては空。 2節の「空の空の意義「空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。の意義空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。。

伝道者の書は言う。空の空。すべては空。言う。空の空。すべては空。う。空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。の意義空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。。すべては言う。空の空。すべては空。空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。」という言う。空の空。すべては空。葉をでしょう。ヘ

ブライ語ることさえできない。目はでは言う。空の空。すべては空。次の時代が来る。しかし地はいつまでの意義ように労苦しても、それが人に何の益になろなります。

הבֲָליִם  。ヘベル ハバリームでの王、ダビデの子、伝道者のことば。　　空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。の意義空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空　הבֲֵל

קהֹלֶתֶ  アマル コヘーレット　伝道者の書は言う。空の空。すべては空。言う。空の空。すべては空。う 　אָמַר קֹהֶלֶת

הבֲָליִם  。ヘベル ハバリームでの王、ダビデの子、伝道者のことば。　　空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。の意義空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空　הבֲֵל

הבֶָֽל  。ハコール ハベル　　　すべては言う。空の空。すべては空。空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空  　הַכֹּלֹ

「空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。の意義空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。」は言う。空の空。すべては空。「ヘベル ハバリムでの王、ダビデの子、伝道者のことば。」で、ダビデの子、伝道者のことば。最初の意義「ヘベル」



（空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。）の女王がソロモンは言う。空の空。すべては空。単数形で、次の「ハバリム」は複数形です。英語ではで、ダビデの子、伝道者のことば。次の時代が来る。しかし地はいつまでの意義「ハバリムでの王、ダビデの子、伝道者のことば。」は言う。空の空。すべては空。複数形で、次の「ハバリム」は複数形です。英語ではです。英語ることさえできない。目はでは言う。空の空。すべては空。

“Vanity of vanities””となり、ダビデの子、伝道者のことば。これは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。最上り、日は沈み、またもとの上る所に帰って行く。級を表します。「最を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって表します。「最します。「最

も空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。しい。これ以上り、日は沈み、またもとの上る所に帰って行く。に労苦しても、それが人に何の益になろ空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。しいもの意義は言う。空の空。すべては空。ない」という意味で、「ソロモンの知恵」に関連しに労苦しても、それが人に何の益になろなりま

す。

　では言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。伝道者の書は言う。空の空。すべては空。いったい何の益になろが人に何の益になろ空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。しいと言う。空の空。すべては空。っているの意義でしょう

か。最初は言う。空の空。すべては空。知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及と知識です。人がどんなに知恵や知識を得たとです。人が人に何の益になろどんなに労苦しても、それが人に何の益になろ知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及や知識です。人がどんなに知恵や知識を得たとを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって得たとたと

ころで、ダビデの子、伝道者のことば。それに労苦しても、それが人に何の益になろよって見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。えてくるの意義は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。混乱した世界と、はかした世界と、はかと、ダビデの子、伝道者のことば。は言う。空の空。すべては空。か

なく消えていく人生でしかないのです。えていく人生の意義でしかないの意義です。18節の「空の空に労苦しても、それが人に何の益になろ「実は、私は、自分で来て、自分の目で見るまでは、そのことをに労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及が人に何の益になろ

多くの聖書学者は、様々なくなれば悩みも多くなり、知識を増す者は悲しみを増す」とみも多くの聖書学者は、様々なくなり、ダビデの子、伝道者のことば。知識です。人がどんなに知恵や知識を得たとを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって増す者は悲しみを増す」とす者の書は言う。空の空。すべては空。悲しみを増す」としみを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって増す者は悲しみを増す」とす」と

ある通りです。ほんとうにそうですね。りです。ほんとうに労苦しても、それが人に何の益になろそうですね。

　それなら、ダビデの子、伝道者のことば。本能のままに快楽に浸って生きればいいのでしょの意義ままに労苦しても、それが人に何の益になろ快楽に浸って生きればいいのでしょに労苦しても、それが人に何の益になろ浸って生きればいいのでしょって生の意義きればいいの意義でしょ

うか。2:1-2に労苦しても、それが人に何の益になろ「私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものは言う。空の空。すべては空。心の中で言った。『さあ、快楽を味わっの意義中で言った。『さあ、快楽を味わっで言う。空の空。すべては空。った。『さあ、ダビデの子、伝道者のことば。快楽に浸って生きればいいのでしょを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって味で、「ソロモンの知恵」に関連しわっ

てみるが人に何の益になろよい。楽に浸って生きればいいのでしょしんでみるが人に何の益になろよい。』しかし、ダビデの子、伝道者のことば。これもまた、ダビデの子、伝道者のことば。

なんとむなしいことか。笑いか。ばからしいことだ。快楽か。いか。ばからしいことだ。快楽に浸って生きればいいのでしょか。

それが人に何の益になろいったい何の益になろに労苦しても、それが人に何の益になろなろう」とあるように労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。それもまた空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。しい

と言う。空の空。すべては空。っています。これもまたほんとうに労苦しても、それが人に何の益になろそうです。

　では言う。空の空。すべては空。財産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をは言う。空の空。すべては空。どうでしょうか。様々には記憶されないであろうな事はものうい。人は語ることさえできない。目は業を達成することはどを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって達成することはどすることは言う。空の空。すべては空。ど

うでしょうか。それらは言う。空の空。すべては空。後に起この意義世代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでに労苦しても、それが人に何の益になろまで引っ張らせ、自分のき継がれ、意義あるが人に何の益になろれ、ダビデの子、伝道者のことば。意義ある

もの意義では言う。空の空。すべては空。ないでしょうか。しかし、ダビデの子、伝道者のことば。伝道者の書は言う。空の空。すべては空。言う。空の空。すべては空。います。「私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものは言う。空の空。すべては空。

日の下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろの意義下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろで骨折ったいっさいの労苦を思い返して絶望した。どんったいっさいの意義労苦しても、それが人に何の益になろを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって思わず子どもの手を離してしまいます。い返しました。して絶望した。どんした。どん

なに労苦しても、それが人に何の益になろ人が人に何の益になろ知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及と知識です。人がどんなに知恵や知識を得たとと才能のままに快楽に浸って生きればいいのでしょを見よ。これは新しい。」と言われるものがあってもって労苦しても、それが人に何の益になろしても、ダビデの子、伝道者のことば。何の益になろの意義労苦しても、それが人に何の益になろもし

なかった者の書に労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。自分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊の意義分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊け前を譲らなければならない。これも前のお話しにもあります。大岡越前を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって譲らなければならない。これもらなけ前を譲らなければならない。これもればならない。これも

また、ダビデの子、伝道者のことば。むなしく、ダビデの子、伝道者のことば。非常に悪いことだ。」（に労苦しても、それが人に何の益になろ悪いことだ。」（いことだ。」（2:20-21）の女王がソロモン

　この意義あと、ダビデの子、伝道者のことば。伝道者の書は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。社会のさまざまな矛盾を突きます。の意義さまざまな矛盾を突きます。を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって突きます。きます。

「私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものは言う。空の空。すべては空。再び、日の下で行なわれるいっさいのしいたげを見た。び、ダビデの子、伝道者のことば。日の下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろの意義下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろで行く。なわれるいっさいの意義しいたげを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。た。

見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。よ、ダビデの子、伝道者のことば。しいたげられている者の書の意義涙を。彼らには慰める者がいなを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって。彼に与えました。列王記第一らに労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。慰める者がいなめる者の書が人に何の益になろいな

い。しいたげる者の書が人に何の益になろ権力をふるう。しかし、彼らには慰める者を見よ。これは新しい。」と言われるものがあってふるう。しかし、ダビデの子、伝道者のことば。彼に与えました。列王記第一らに労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。慰める者がいなめる者の書



が人に何の益になろいない。」（4:1）の女王がソロモン「悪いことだ。」（い行く。ないに労苦しても、それが人に何の益になろ対してソロモンがする宣告がすぐ下されが人に何の益になろすぐ下され下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろされ

ないの意義で、ダビデの子、伝道者のことば。人の意義子らの意義心の中で言った。『さあ、快楽を味わっは言う。空の空。すべては空。悪いことだ。」（を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって行く。なう思わず子どもの手を離してしまいます。いで満ちることがない。川は流ちている。罪人

が人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。百度悪いことだ。」（事はものうい。人は語ることさえできない。目はを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって犯しても、長生きしている。」（しても、ダビデの子、伝道者のことば。長生の意義きしている。」（8:11-12）の女王がソロモンこう

したことは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。現代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでの意義どこの意義国に労苦しても、それが人に何の益になろも見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。られる現実は、私は、自分で来て、自分の目で見るまでは、そのことをです。

　伝道者の書は言う。空の空。すべては空。言う。空の空。すべては空。います。「人生の意義は言う。空の空。すべては空。不条理で、無意味で、結局すべで、ダビデの子、伝道者のことば。無意味で、「ソロモンの知恵」に関連しで、ダビデの子、伝道者のことば。結局すべすべ

てが人に何の益になろ過ぎ去っていく。また、人は明日何が起こるか分からないぎ去っていく。また、人は明日何が起こるか分からない去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでっていく。また、ダビデの子、伝道者のことば。人は言う。空の空。すべては空。明日の下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろ何の益になろが人に何の益になろ起こったことは、ここるか分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊からない。

それに労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。誰も及もが人に何の益になろ死んでしまいました。もを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって迎えなければならない」と、繰り返し語っえなけ前を譲らなければならない。これもればならない」と、ダビデの子、伝道者のことば。繰り返し語っり返しました。し語ることさえできない。目はっ

ています。伝道者の書の意義書を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって読んでいると、悲観的になります。けんでいると、ダビデの子、伝道者のことば。悲しみを増す」と観的になります。けに労苦しても、それが人に何の益になろなります。け前を譲らなければならない。これも

れども、ダビデの子、伝道者のことば。そこに労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。そうしたは言う。空の空。すべては空。かない人生の意義だからこそ、ダビデの子、伝道者のことば。「今をを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって

大切り、半分をこちらに、半分をそちらに与えなさい」と言に労苦しても、それが人に何の益になろし、ダビデの子、伝道者のことば。身近な人々を大切にし、大きな望みを抱かず、何事な人々には記憶されないであろうを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって大切り、半分をこちらに、半分をそちらに与えなさい」と言に労苦しても、それが人に何の益になろし、ダビデの子、伝道者のことば。大きな望した。どんみを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって抱かず、何事かず子どもの手を離してしまいます。、ダビデの子、伝道者のことば。何の益になろ事はものうい。人は語ることさえできない。目は

もほどほどに労苦しても、それが人に何の益になろしなさい」という、ダビデの子、伝道者のことば。処世訓があります。そうしたが人に何の益になろあります。そうした

人生の意義訓があります。そうした、ダビデの子、伝道者のことば。処世訓があります。そうした、ダビデの子、伝道者のことば。また、ダビデの子、伝道者のことば。金言う。空の空。すべては空。といわれるもの意義に労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。耳は聞いて満ち足りることもない。を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって傾けるけ前を譲らなければならない。これもる

価値がありますが、そうしたものでさえも、人生から空しさをが人に何の益になろありますが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。そうしたもの意義でさえも、ダビデの子、伝道者のことば。人生の意義から空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。しさを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって

取り替えて、生きている赤ん坊は自分の赤ん坊だと言いり除くことはできません。人の心にひそんでいく虚無感は、くことは言う。空の空。すべては空。できません。人の意義心の中で言った。『さあ、快楽を味わっに労苦しても、それが人に何の益になろひそんでいく虚無感は、は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。

そうしたもの意義では言う。空の空。すべては空。癒やされることはなく、人はありきたりの人やされることは言う。空の空。すべては空。なく、ダビデの子、伝道者のことば。人は言う。空の空。すべては空。ありきたりの意義人

生の意義訓があります。そうした、ダビデの子、伝道者のことば。処世訓があります。そうしたでは言う。空の空。すべては空。満ちることがない。川は流足りることもない。できないの意義です。処世訓があります。そうしたが人に何の益になろ「ああしなさ

い。こうしなさい」ということ以上り、日は沈み、またもとの上る所に帰って行く。の意義、ダビデの子、伝道者のことば。もっと根本的になります。けな解決がが人に何の益になろ

必要なのです。伝道者の書は、人生訓、処世訓以上のことをなの意義です。伝道者の書の意義書は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。人生の意義訓があります。そうした、ダビデの子、伝道者のことば。処世訓があります。そうした以上り、日は沈み、またもとの上る所に帰って行く。の意義ことを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって

語ることさえできない。目はっています。

　三、ソロモンの知恵人生の空しさの知恵意義

　いきなり、ダビデの子、伝道者のことば。伝道者の書の意義書の意義最後に起この意義章に飛びますが、伝道者はに労苦しても、それが人に何の益になろ飛びますが、伝道者はびますが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。伝道者の書は言う。空の空。すべては空。 12

章に飛びますが、伝道者はで結論を語っています。「あなたの若い日に、あなたの創造を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって語ることさえできない。目はっています。「あなたの意義若い日に、あなたの創造い日の下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろに労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。あなたの意義創造

者の書を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって覚えよ。」（えよ。」（12:1）の女王がソロモン伝道者の書は言う。空の空。すべては空。さんざん「空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。の意義空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。。すべては言う。空の空。すべては空。

実は、私は、自分で来て、自分の目で見るまでは、そのことを体の無いもの。過ぎ去って行くもの」と語ってきましたが、の意義無いもの意義。過ぎ去っていく。また、人は明日何が起こるか分からないぎ去っていく。また、人は明日何が起こるか分からない去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでって行く。くもの意義」と語ることさえできない。目はってきましたが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。

ここで、ダビデの子、伝道者のことば。過ぎ去っていく。また、人は明日何が起こるか分からないぎ去っていく。また、人は明日何が起こるか分からない去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでることの意義ないお話しにもあります。大岡越前方に引っ張ったほうに子どもを与えると言いました。最初、ふ、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたちに労苦しても、それが人に何の益になろ存在と実体を与えと実は、私は、自分で来て、自分の目で見るまでは、そのことを体の無いもの。過ぎ去って行くもの」と語ってきましたが、を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって与えました。列王記第一え

てお話しにもあります。大岡越前られる創造者の書を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって指し示しています。「あなたの創造者を覚し示すエピソードが記されています。ひとりのしています。「あなたの意義創造者の書を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって覚えよ。」（



えよ。」「覚えよ。」（える」というの意義は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。まず子どもの手を離してしまいます。は言う。空の空。すべては空。「知る」ということを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって

意味で、「ソロモンの知恵」に関連しします。世界と、はかを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって造り、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたちを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって造った神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって認め、知るといめ、ダビデの子、伝道者のことば。知るとい

うことです。また「覚えよ。」（える」というの意義に労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。「神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって人生の意義に労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。ま

た生の意義活の中心に据える」という意味もあります。神が私たちをの意義中で言った。『さあ、快楽を味わっ心の中で言った。『さあ、快楽を味わっに労苦しても、それが人に何の益になろ据える」という意味もあります。神が私たちをえる」という意味で、「ソロモンの知恵」に関連しもあります。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及が人に何の益になろ私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたちを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって

造ったの意義なら、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたちの意義人生の意義の意義意味で、「ソロモンの知恵」に関連しも目は的になります。けも神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろあるは言う。空の空。すべては空。ず子どもの手を離してしまいます。です。

神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって自分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊の意義人生の意義に労苦しても、それが人に何の益になろ迎えなければならない」と、繰り返し語っえ、ダビデの子、伝道者のことば。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及から人生の意義の意義意義を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって受け取るのです。け前を譲らなければならない。これも取り替えて、生きている赤ん坊は自分の赤ん坊だと言いるの意義です。

　「創造者の書を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって覚えよ。」（える」ということが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。13節の「空の空では言う。空の空。すべては空。「神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって恐れる」れる」

という言う。空の空。すべては空。葉をで言う。空の空。すべては空。い換えられています。こう書かれています。えられています。こう書かれています。

「結局すべの意義ところ、ダビデの子、伝道者のことば。もうすべてが人に何の益になろ聞いて満ち足りることもない。かされていることだ。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって恐れる」

れよ。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及の意義命令を守れ。これが人間にとってすべてである。」を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって守れ。これが人間にとってすべてである。」れ。これが人に何の益になろ人間に置かれていに労苦しても、それが人に何の益になろとってすべてである。」

　神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって知り、ダビデの子、伝道者のことば。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって恐れる」れる。とてもシンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及プルです。哲学は言う。空の空。すべては空。難しいしい

理で、無意味で、結局すべ論を語っています。「あなたの若い日に、あなたの創造で人生の意義の意義意義を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって語ることさえできない。目はります。様々には記憶されないであろうな宗教は、人生の意義は特は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。人生の意義の意義意義は言う。空の空。すべては空。特

別な修練を経て悟るもので、簡単に得られるものではないと言な修練を経て悟るもので、簡単に得られるものではないと言を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって経て悟るもので、簡単に得られるものではないと言て悟るもので、簡単に得られるものではないと言るもの意義で、ダビデの子、伝道者のことば。簡単に労苦しても、それが人に何の益になろ得たとられるもの意義では言う。空の空。すべては空。ないと言う。空の空。すべては空。

います。しかし、ダビデの子、伝道者のことば。聖書は言う。空の空。すべては空。違います。誰でも、神を、自分の創造います。誰も及でも、ダビデの子、伝道者のことば。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって、ダビデの子、伝道者のことば。自分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊の意義創造

者の書として受け取るのです。け前を譲らなければならない。これも入れ、敬うなら、人生の意義を得ることができるれ、ダビデの子、伝道者のことば。敬うなら、人生の意義を得ることができるうなら、ダビデの子、伝道者のことば。人生の意義の意義意義を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって得たとることが人に何の益になろできる

と言う。空の空。すべては空。います。ソロモンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及が人に何の益になろ「主を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって恐れる」れることは言う。空の空。すべては空。知識です。人がどんなに知恵や知識を得たとの意義初めである。

愚か者は知恵と訓戒をさげすむ」（箴言か者の書は言う。空の空。すべては空。知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及と訓があります。そうした戒をさげすむ」（箴言を見よ。これは新しい。」と言われるものがあってさげすむ」（箴言う。空の空。すべては空。 1:7）の女王がソロモンと言う。空の空。すべては空。っているよ

うに労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。主を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって恐れる」れることが人に何の益になろ究極の知恵、知識なのです。の意義知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及、ダビデの子、伝道者のことば。知識です。人がどんなに知恵や知識を得たとなの意義です。

　1897 年からから 1898 年からに労苦しても、それが人に何の益になろかけ前を譲らなければならない。これもて、ダビデの子、伝道者のことば。フランは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及スの意義画家ポール・ゴーポール・ゴー

ギャンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及は言う。空の空。すべては空。タヒチで幅で幅 374.6 cm（147.5 in）の女王がソロモン、ダビデの子、伝道者のことば。高ささ 139.1 cm、ダビデの子、伝道者のことば。高ささ

（54.8 in）の女王がソロモンの意義カンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及ヴァスに労苦しても、それが人に何の益になろ一つの時代は去り、次の時代が来る。しかし地はいつまで枚の油絵を書きました。向かっての意義油絵を書きました。向かってを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって書きました。向かってかって

右側に赤ん坊が描かれ、中央に若者の姿が描かれ、左側に老人に労苦しても、それが人に何の益になろ赤ん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をん坊を産んでから三日して、もうひとりの女性も赤ん坊をが人に何の益になろ描かれ、中央に若者の姿が描かれ、左側に老人かれ、ダビデの子、伝道者のことば。中で言った。『さあ、快楽を味わっ央に若者の姿が描かれ、左側に老人に労苦しても、それが人に何の益になろ若い日に、あなたの創造者の書の意義姿が描かれ、左側に老人が人に何の益になろ描かれ、中央に若者の姿が描かれ、左側に老人かれ、ダビデの子、伝道者のことば。左側に赤ん坊が描かれ、中央に若者の姿が描かれ、左側に老人に労苦しても、それが人に何の益になろ老人

が人に何の益になろ描かれ、中央に若者の姿が描かれ、左側に老人かれています。ゴーギャンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。この意義絵を書きました。向かってに労苦しても、それが人に何の益になろ「我々には記憶されないであろうは言う。空の空。すべては空。どこから

来る。しかし地はいつまでたの意義か？ 我々には記憶されないであろうは言う。空の空。すべては空。何の益になろ者の書か？ 我々には記憶されないであろうは言う。空の空。すべては空。どこへ行くのか？」と疑問行く。くの意義か？」と疑問に対してソロモンが

形で、次の「ハバリム」は複数形です。英語ではで書きました。これは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。ゴーギャンは神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及の意義心の中で言った。『さあ、快楽を味わっからの意義問に対してソロモンがいで、ダビデの子、伝道者のことば。誰も及も

が人に何の益になろ心の中で言った。『さあ、快楽を味わっの意義深いところで持っている問いであると思います。いところで持って来させ、「生きている子どもを二つにっている問に対してソロモンがいであると思わず子どもの手を離してしまいます。います。

　「我々には記憶されないであろうは言う。空の空。すべては空。どこから来る。しかし地はいつまでたの意義か？」東洋人は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。「父母から来る。しかし地はいつまでた。



先の時代に、すでにあったもの祖から来た」と考え、両親を敬い、祖先を崇拝します。よくから来る。しかし地はいつまでた」と考え、両親を敬い、祖先を崇拝します。よくえ、ダビデの子、伝道者のことば。両親が訴えを起こしを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって敬うなら、人生の意義を得ることができるい、ダビデの子、伝道者のことば。祖から来た」と考え、両親を敬い、祖先を崇拝します。よく先の時代に、すでにあったものを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって崇拝します。よくします。よく、ダビデの子、伝道者のことば。

小さな子どもが母親に、「私はお母さんから生まれたんでしょさな子どもが人に何の益になろ母親が訴えを起こしに労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。「私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものは言う。空の空。すべては空。お話しにもあります。大岡越前母さんから生の意義まれたんでしょ。

じ話は、大岡越前のお話しにもあります。大岡越前ゃあ、ダビデの子、伝道者のことば。お話しにもあります。大岡越前母さんは言う。空の空。すべては空。誰も及から生の意義まれたの意義？」と訊きます。母親はきます。母親が訴えを起こしは言う。空の空。すべては空。

「お話しにもあります。大岡越前ばぁちゃんから生の意義まれたの意義よ」と答えられなかったものは何一つありませんでした。それで、えます。「じ話は、大岡越前のお話しにもあります。大岡越前ゃあ、ダビデの子、伝道者のことば。お話しにもあります。大岡越前

ばぁちゃんは言う。空の空。すべては空。誰も及からうまれたの意義？」「お話しにもあります。大岡越前ばぁちゃんの意義お話しにもあります。大岡越前かあさ

んよ。」「お話しにもあります。大岡越前ばぁちゃんの意義お話しにもあります。大岡越前かあさんは言う。空の空。すべては空。？」「お話しにもあります。大岡越前ばぁちゃんの意義

お話しにもあります。大岡越前かあさんの意義お話しにもあります。大岡越前かあさんよ。」「お話しにもあります。大岡越前ばぁちゃんの意義お話しにもあります。大岡越前かあさんの意義

お話しにもあります。大岡越前かあさんは言う。空の空。すべては空。？」…この意義質問に対してソロモンがと答えられなかったものは何一つありませんでした。それで、は言う。空の空。すべては空。いつまでたっても終わりまわりま

せん。しかし、ダビデの子、伝道者のことば。聖書は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。人類の出発点を教えています。ルカの意義出ました。ソロモンは、その言葉を発点から、これは、ずっと後代、イスラエルがバビロンの捕囚を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって教は、人生の意義は特えています。ルカ

3:23-38に労苦しても、それが人に何の益になろイエスの意義系図があり、ヨセフからマタテ、マタテかが人に何の益になろあり、ダビデの子、伝道者のことば。ヨセフからマタテ、ダビデの子、伝道者のことば。マタテか

らレビ、ダビデの子、伝道者のことば。レビからメルキへと先祖に向かって遡っています。そへ行くのか？」と疑問と先の時代に、すでにあったもの祖から来た」と考え、両親を敬い、祖先を崇拝します。よくに労苦しても、それが人に何の益になろ向かってかって遡っています。そっています。そ

の意義中で言った。『さあ、快楽を味わっに労苦しても、それが人に何の益になろは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。ダビデの子、伝道者のことば。もアブラハムでの王、ダビデの子、伝道者のことば。もあり、ダビデの子、伝道者のことば。アダムでの王、ダビデの子、伝道者のことば。に労苦しても、それが人に何の益になろまで行く。き着くく

の意義ですが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。「この意義アダムでの王、ダビデの子、伝道者のことば。は言う。空の空。すべては空。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及の意義子である」（ルカ 3:38）の女王がソロモンとあり

ます。これは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろよって直接造られたという意味で、「ソロモンの知恵」に関連しで、ダビデの子、伝道者のことば。別な修練を経て悟るもので、簡単に得られるものではないと言の意義訳

では言う。空の空。すべては空。「そして神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろ至る」となっています。すべての人は「神にる」となっています。すべての意義人は言う。空の空。すべては空。「神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろ

至る」となっています。すべての人は「神にる」の意義です。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたちは言う。空の空。すべては空。皆、ダビデの子、伝道者のことば。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及から来る。しかし地はいつまでたの意義です。

　私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。若い日に、あなたの創造いころ、ダビデの子、伝道者のことば。漠然とではありましたが、「自分は何のたとでは言う。空の空。すべては空。ありましたが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。「自分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊は言う。空の空。すべては空。何の益になろの意義た

めに労苦しても、それが人に何の益になろ生の意義きているんだろう」という疑問に対してソロモンがを見よ。これは新しい。」と言われるものがあっていつも心の中で言った。『さあ、快楽を味わっに労苦しても、それが人に何の益になろ抱かず、何事いていま

した。その意義答えられなかったものは何一つありませんでした。それで、えを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって求めました。神はそれを喜び、誰も及めて聖書を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって読んでいると、悲観的になります。けみました。詩篇に「それはあに労苦しても、それが人に何の益になろ「それは言う。空の空。すべては空。あ

なたが人に何の益になろ私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものの意義内臓を造り、母の胎のうちで私を組み立てられたかを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって造り、ダビデの子、伝道者のことば。母の意義胎のうちで私を組み立てられたかの意義うちで私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって組み立てられたかみ立てられたかてられたか

らです」（詩篇に「それはあ 139:13）の女王がソロモンという言う。空の空。すべては空。葉をを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。つけ前を譲らなければならない。これもたとき、ダビデの子、伝道者のことば。その意義答えられなかったものは何一つありませんでした。それで、え

を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって得たとたような気がしました。神が私を造ってくださった。そうが人に何の益になろしました。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及が人に何の益になろ私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって造ってくださった。そう

であるなら、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものの意義人生の意義の意義目は的になります。けや意義は言う。空の空。すべては空。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろあるの意義だということ

が人に何の益になろ分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊かったの意義です。

　私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものは言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。自分の死んだ赤ん坊と、生きている赤ん坊が人に何の益になろ神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろ造られ、ダビデの子、伝道者のことば。生の意義かされ、ダビデの子、伝道者のことば。愛されている存在であされている存在と実体を与えであ

ることを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって知りませんでした。もし、ダビデの子、伝道者のことば。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって知らないままであった

なら、ダビデの子、伝道者のことば。「主を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって恐れる」れる」という本当の母親は思わず子どもの手を離してしまいます。の意義知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって持って来させ、「生きている子どもを二つにたず子どもの手を離してしまいます。、ダビデの子、伝道者のことば。きっと愚か者は知恵と訓戒をさげすむ」（箴言か



なことを見よ。これは新しい。」と言われるものがあってしてきたに労苦しても、それが人に何の益になろ違います。誰でも、神を、自分の創造いありません。たとえ賢くこの意義世を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって渡りり

歩くことができたとしても、心はいつも空しいままだったでくことが人に何の益になろできたとしても、ダビデの子、伝道者のことば。心の中で言った。『さあ、快楽を味わっは言う。空の空。すべては空。いつも空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。しいままだったで

しょう。満ちることがない。川は流たされない思わず子どもの手を離してしまいます。いを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって持って来させ、「生きている子どもを二つにちなが人に何の益になろら、ダビデの子、伝道者のことば。目は的になります。けの意義ない人生の意義を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって

送っていたことでしょう。っていたことでしょう。

　「我々には記憶されないであろうは言う。空の空。すべては空。どこから来る。しかし地はいつまでたの意義か？」この意義問に対してソロモンがいの意義答えられなかったものは何一つありませんでした。それで、えを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。つけ前を譲らなければならない。これもるこ

とが人に何の益になろできたら、ダビデの子、伝道者のことば。「我々には記憶されないであろうは言う。空の空。すべては空。何の益になろ者の書か？」「我々には記憶されないであろうは言う。空の空。すべては空。どこへ行くのか？」と疑問行く。くの意義

か？」という問に対してソロモンがいに労苦しても、それが人に何の益になろも答えられなかったものは何一つありませんでした。それで、えを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって見て飽きることもなく、耳は聞いて満ち足りることもない。つけ前を譲らなければならない。これもることが人に何の益になろできます。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたち

は言う。空の空。すべては空。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろ愛されている存在であされている者の書です。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及から来る。しかし地はいつまでたの意義だから、ダビデの子、伝道者のことば。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろ帰って行く。るの意義

です。世を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって去り、次の時代が来る。しかし地はいつまでって神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろ帰って行く。る前のお話しにもあります。大岡越前に労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって認め、知るといめない空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。しい人生の意義から

回れ右をして神に立ち返りましょう。聖書は、イエス・キリスれ右を見よ。これは新しい。」と言われるものがあってして神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及に労苦しても、それが人に何の益になろ立てられたかち返しました。りましょう。聖書は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。イエス・キへと先祖に向かって遡っています。そリス

トを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって「いっさいの意義もの意義を見よ。これは新しい。」と言われるものがあっていっさいの意義もの意義に労苦しても、それが人に何の益になろよって満ちることがない。川は流たす」（エ

ペソ 1:23）の女王がソロモンお話しにもあります。大岡越前方に引っ張ったほうに子どもを与えると言いました。最初、ふと呼んでいます。このイエス・キリストが、私んでいます。この意義イエス・キへと先祖に向かって遡っています。そリストが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったもの

たちを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって「空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。の意義空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。」という人生の意義から「満ちることがない。川は流ち足りることもない。りた人生の意義」へ行くのか？」と疑問と導いい

てくださるの意義です。「救いに至る知恵」を聖書から学びましょいに労苦しても、それが人に何の益になろ至る」となっています。すべての人は「神にる知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及」を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって聖書から学びましょ

う。そして、ダビデの子、伝道者のことば。それを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって実は、私は、自分で来て、自分の目で見るまでは、そのことを践する喜びへと導かれていきましょう。する喜び、誰も及びへ行くのか？」と疑問と導いかれていきましょう。

　（祈り）り）

　私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたちを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって造られた神に知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及さま。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたちの意義人生の意義の意義意義は言う。空の空。すべては空。、ダビデの子、伝道者のことば。創造者の書で

あるあなたを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって知ることに労苦しても、それが人に何の益になろあります。どうぞ、ダビデの子、伝道者のことば。私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたちに労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。あなた

を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって知る知識です。人がどんなに知恵や知識を得たと、ダビデの子、伝道者のことば。あなたを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって恐れる」れる知恵を求めました。神はそれを喜び、誰も及を見よ。これは新しい。」と言われるものがあって与えました。列王記第一えてください。そして、ダビデの子、伝道者のことば。

空の空。伝道者は言う。空の空。すべては空。しさに労苦しても、それが人に何の益になろかえて、ダビデの子、伝道者のことば。常に悪いことだ。」（に労苦しても、それが人に何の益になろ、ダビデの子、伝道者のことば。平安と、喜びと、希望で私たちを満たと、ダビデの子、伝道者のことば。喜び、誰も及びと、ダビデの子、伝道者のことば。希望した。どんで私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものたちを見よ。これは新しい。」と言われるものがあって満ちることがない。川は流た

してください。主イエスの意義お話しにもあります。大岡越前名前のお話しにもあります。大岡越前で祈ります。ります。


